
　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
神
奈
川

　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
神
奈
川

県
立
近
代
美
術
館
鎌
倉
別
館

県
立
近
代
美
術
館
鎌
倉
別
館

で
９
月
３
日
ま
で
「
建
築
家

で
９
月
３
日
ま
で
「
建
築
家

・
大
髙
正
人
と
鎌
倉
別
館
」の

・
大
髙
正
人
と
鎌
倉
別
館
」の

展
覧
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

展
覧
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

改
修
に
伴
い
、
２
０
１
９

　

改
修
に
伴
い
、
２
０
１
９

年
1010
月
ま
で
の
長
期
休
館
を

月
ま
で
の
長
期
休
館
を

予
定
し
て
い
る
鎌
倉
別
館
改

予
定
し
て
い
る
鎌
倉
別
館
改

修
前
の
最
後
の
企
画
展
で
、

修
前
の
最
後
の
企
画
展
で
、

建
築
家
・
大
髙
正
人
の
美
術

建
築
家
・
大
髙
正
人
の
美
術

関
連
の
仕
事
に
焦
点
を
当
て

関
連
の
仕
事
に
焦
点
を
当
て

　

ミ
ズ
キ
や
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ

　

ミ
ズ
キ
や
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
…
５
月
か
ら
６
月
に

ボ
ウ
シ
…
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
は
白
い
花
が
咲
く
木

か
け
て
は
白
い
花
が
咲
く
木

が
多
い
が
、
そ
の
中
で
血
の

が
多
い
が
、
そ
の
中
で
血
の

よ
う
な
暗
紅
紫
色
の
花
を
つ

よ
う
な
暗
紅
紫
色
の
花
を
つ

け
る
ク
ロ
バ
ナ
ロ
ウ
バ
イ
。

け
る
ク
ロ
バ
ナ
ロ
ウ
バ
イ
。

　

高
さ
２
〜
３
㍍
の
ロ
ウ
バ

　

高
さ
２
〜
３
㍍
の
ロ
ウ
バ

イ
科
の
落
葉
低
木
で
、
北
ア

イ
科
の
落
葉
低
木
で
、
北
ア

メ
リ
カ
原

メ
リ
カ
原

産
。
多
数

産
。
多
数

の
枝
に
先

の
枝
に
先

の
と
が
っ

の
と
が
っ

た
長
卵
形

た
長
卵
形

の
葉
を
対

の
葉
を
対

生
さ
せ
、

生
さ
せ
、

枝
の
先
に

枝
の
先
に

径
３
、
４

径
３
、
４

㌢
の
小
花

㌢
の
小
花

を
咲
か
せ

を
咲
か
せ

る
。
が
く

る
。
が
く

片
と
花
弁

片
と
花
弁

な
が
ら
、
同
館
で
紹
介
し
て

な
が
ら
、
同
館
で
紹
介
し
て

き
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
資
料

き
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
資
料

で
鎌
倉
別
館
の

で
鎌
倉
別
館
の
3333
年
の
歴
史

年
の
歴
史

を
振
り
返
る
。

を
振
り
返
る
。

　

鎌
倉
別
館
は
１
９
８
４

　

鎌
倉
別
館
は
１
９
８
４

年
、
建
築
家
・
大
髙
正
人

年
、
建
築
家
・
大
髙
正
人

が
ら
滑
り
降
り
た
。
広
場
で

が
ら
滑
り
降
り
た
。
広
場
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
っ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
っ

た
。
斎
藤
美
代
子
代
表
は
、

た
。
斎
藤
美
代
子
代
表
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
五
感
を
い

「
子
ど
も
た
ち
が
五
感
を
い

っ
ぱ
い
に
働
か
せ
て
成
長
し

っ
ぱ
い
に
働
か
せ
て
成
長
し

て
ほ
し
い
」
と
想
い
を
語

て
ほ
し
い
」
と
想
い
を
語

る
。
問
合
せ
齊
藤
方
☎
０
９

る
。
問
合
せ
齊
藤
方
☎
０
９

０
・
３
６
８
９
・
８
０
１
１

０
・
３
６
８
９
・
８
０
１
１

　

「
２
０
１
７
年
交
通
安
全

　

「
２
０
１
７
年
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
（
全

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
（
全

日
本
交
通
安
全
協
会
・
毎
日

日
本
交
通
安
全
協
会
・
毎
日

新
聞
社
主
催
）
に
鎌
倉
朝
日

新
聞
社
主
催
）
に
鎌
倉
朝
日

の
広
告
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し

の
広
告
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し

て
い
る
イ
ラ
ス
ト
レ

て
い
る
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
伊
藤
文
人
さ
ん

ー
タ
ー
伊
藤
文
人
さ
ん

（
6666
）の
２
作
品
が
、
歩

）の
２
作
品
が
、
歩

行
者
・
自
転
車
利
用

行
者
・
自
転
車
利
用

者
向
け
の
「
一
般
部
門

者
向
け
の
「
一
般
部
門

Ｂ
」
で
内
閣
総
理
大

Ｂ
」
で
内
閣
総
理
大

臣
賞
臣
賞
＝
写
真

＝
写
真
、
運
転
者
（
同

、
運
転
者
（
同

乗
者
含
む
）
向
け
の
「
一

乗
者
含
む
）
向
け
の
「
一

般
部
門
Ａ
」
で
佳
作
に
選

般
部
門
Ａ
」
で
佳
作
に
選

ば
れ
た
。
全
国
か
ら
３
３
７

ば
れ
た
。
全
国
か
ら
３
３
７

５
点
の
応
募
が
あ
り
、
総
理

５
点
の
応
募
が
あ
り
、
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
３
作
品

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
３
作
品

が
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

が
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
の
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
使

動
」
の
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。

わ
れ
て
い
る
。

　

伊
藤
さ
ん
は
大
手
広
告
会

　

伊
藤
さ
ん
は
大
手
広
告
会

社
に
勤
務
後
、
独
立
し
、
多

社
に
勤
務
後
、
独
立
し
、
多

方
面
で
活
躍
。
ト
リ
ッ
ク
ア

方
面
で
活
躍
。
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
を
研
究
し
「
さ
か
さ
絵

ー
ト
を
研
究
し
「
さ
か
さ
絵

本
」
な
ど
執
筆
多
数
。
こ
の

本
」
な
ど
執
筆
多
数
。
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
過
去
に
数

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
過
去
に
数

た
び
内
閣
総
理
大
臣
賞
な
ど

た
び
内
閣
総
理
大
臣
賞
な
ど

の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

「
鎌
倉
俳
句
＆
ハ
イ
ク
」

　

「
鎌
倉
俳
句
＆
ハ
イ
ク
」

の
昨
年
度
の
各
季
特
選
と
年

の
昨
年
度
の
各
季
特
選
と
年

間
大
賞
の
表
彰
式
が
５
月

間
大
賞
の
表
彰
式
が
５
月
2020

日
鎌
倉
文
学
館
で
行
わ
れ

日
鎌
倉
文
学
館
で
行
わ
れ

た
。
年
間
大
賞
の
最
優
秀
賞

た
。
年
間
大
賞
の
最
優
秀
賞

は
「
波
音
に
春
を
乗
せ
く
る

は
「
波
音
に
春
を
乗
せ
く
る

由
比
ヶ
浜
」
茅
ヶ
崎
市
の
水

由
比
ヶ
浜
」
茅
ヶ
崎
市
の
水

野
秋
夫
さ
ん
。

野
秋
夫
さ
ん
。

　

優
秀
賞
は
「
半
島
も
島
も

　

優
秀
賞
は
「
半
島
も
島
も

霞
み
て
波
荒
し
」
東
京
都
・

霞
み
て
波
荒
し
」
東
京
都
・

小
熊
紀
子
さ
ん
と
「
ど
の
道

小
熊
紀
子
さ
ん
と
「
ど
の
道

も
海
ま
で
抜
け
て
凌
霄
花
」

も
海
ま
で
抜
け
て
凌
霄
花
」

千
葉
県
・
山
本
新
さ
ん
。

千
葉
県
・
山
本
新
さ
ん
。

　

２
０
０
４
年
に
開
設
さ

　

２
０
０
４
年
に
開
設
さ

れ
、
市
内

れ
、
市
内
1919
カ
所
の
俳
句
ポ

カ
所
の
俳
句
ポ

ス
ト
へ
の
投
句
数
は
年
間
約

ス
ト
へ
の
投
句
数
は
年
間
約

１
万
句
。
修
学
旅
行
や
校
外

１
万
句
。
修
学
旅
行
や
校
外

学
習
で
訪
れ
た
小
中
学
生
の

学
習
で
訪
れ
た
小
中
学
生
の

投
句
も
多
い
と
い
う
。

投
句
も
多
い
と
い
う
。

の
見
分
け
が
つ
か
な
い
花
被

の
見
分
け
が
つ
か
な
い
花
被

片
は
細
長
く
、
多
数
あ
り
、

片
は
細
長
く
、
多
数
あ
り
、

下
向
き
に
反
る
よ
う
に
開
い

下
向
き
に
反
る
よ
う
に
開
い

た
姿
は
革
細
工
の
よ
う
。

た
姿
は
革
細
工
の
よ
う
。

　

写
真
は
以
前
、
明
月
院
で

　

写
真
は
以
前
、
明
月
院
で

撮
影
し
た
が
、
今
年
は
影
を

撮
影
し
た
が
、
今
年
は
影
を

潜
め
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

潜
め
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

光
照
寺
で
は
赤
子
の
よ
う
な

光
照
寺
で
は
赤
子
の
よ
う
な

蕾
を
た
く
さ
ん
つ
け
て
咲
い

蕾
を
た
く
さ
ん
つ
け
て
咲
い

て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
変

て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
変

種
の
ア
メ
リ
カ
ロ
ウ
バ
イ
か

種
の
ア
メ
リ
カ
ロ
ウ
バ
イ
か

も
し
れ
な
い
。

も
し
れ
な
い
。

　

２
０
０
４
年
１
月
に
ス
タ

　

２
０
０
４
年
１
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
鎌
倉
花
め
ぐ

ー
ト
し
た
「
鎌
倉
花
め
ぐ

り
」、今
回
で
と
り
あ
え
ず
筆

り
」、今
回
で
と
り
あ
え
ず
筆

を
お
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

を
お
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
花

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
花

情
報
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

情
報
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

戸
井
田
工
務
店
企
画
の
連

　

戸
井
田
工
務
店
企
画
の
連

続
セ
ミ
ナ
ー
。

続
セ
ミ
ナ
ー
。

　

第
３
部
は
６
月

　

第
３
部
は
６
月
1717
日（
土
）

日（
土
）

Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
）
が
ラ
イ
フ
プ

プ
ラ
ン
ナ
ー
）
が
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
と
お
金
の
話
を
紹
介
。

ラ
ン
と
お
金
の
話
を
紹
介
。

　

第
４
部
は
７
月

　

第
４
部
は
７
月
1515
日（
土
）

日（
土
）

税
理
士
に
よ
る
相
続
・
税
金

税
理
士
に
よ
る
相
続
・
税
金

に
関
す
る
解
説
。

に
関
す
る
解
説
。

　

お
金
に
関
す
る
知
識
を
少

　

お
金
に
関
す
る
知
識
を
少

し
増
や
す
だ
け
で
家
づ
く
り

し
増
や
す
だ
け
で
家
づ
く
り

が
大
き
く
変
わ
り
、
ま
た
、

が
大
き
く
変
わ
り
、
ま
た
、

相
続
対
策
を
行
う
こ
と
で
鎌

相
続
対
策
を
行
う
こ
と
で
鎌

倉
の
街
並
み
を
守
る
こ
と
も

倉
の
街
並
み
を
守
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

　

各
午
後
２
時

　

各
午
後
２
時
3030
分
、
鎌
倉

分
、
鎌
倉

商
工
会
議
所
（
御
成
町
）。

商
工
会
議
所
（
御
成
町
）。

　

参
加
無
料
・
要
事
前
申
込

　

参
加
無
料
・
要
事
前
申
込

（
先
着

（
先
着
1515
人
）。申
し
込
み
・

人
）。申
し
込
み
・

問
合
せ
戸
井
田
工
務
店
☎

問
合
せ
戸
井
田
工
務
店
☎

０
４
６
７

０
４
６
７･
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７
７
７
７
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（
３
面
に
関
連
記
事
）

（
３
面
に
関
連
記
事
）

（
１
９
２
３
〜
２
０
１
０

（
１
９
２
３
〜
２
０
１
０

年
）
の
設
計
で
開
館
し
た
。

年
）
の
設
計
で
開
館
し
た
。

鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
鎌
倉
館

鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
鎌
倉
館

（
坂
倉
準
三
設
計
、
１
９
５

（
坂
倉
準
三
設
計
、
１
９
５

１
年
開
館
・
２
０
１
６
年
閉

１
年
開
館
・
２
０
１
６
年
閉

館
）
館
） 

の
軽
快
な
印
象
と
対
照

の
軽
快
な
印
象
と
対
照

的
に
、
重
厚
な
ボ
リ
ュ
ー
ム

的
に
、
重
厚
な
ボ
リ
ュ
ー
ム

感
の
あ
る
素
材
と
デ
ザ
イ
ン

感
の
あ
る
素
材
と
デ
ザ
イ
ン

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
特

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中

徴
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中

心
に
、
現
代
彫
刻
を
芝
生
の

心
に
、
現
代
彫
刻
を
芝
生
の

前
庭
で
紹
介
し
て
い
る
。

前
庭
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

大
髙
正
人
は
前
川
國
男
の

　

大
髙
正
人
は
前
川
國
男
の

下
で
、
神
奈
川
県
立
図
書
館

下
で
、
神
奈
川
県
立
図
書
館

・
音
楽
堂
や
東
京
文
化
会
館

・
音
楽
堂
や
東
京
文
化
会
館

を
担
当
。独
立
後
、横
浜
み
な

を
担
当
。独
立
後
、横
浜
み
な

と
み
ら
い
地
区
な
ど
の
総
合

と
み
ら
い
地
区
な
ど
の
総
合

的
な
都
市
計
画
を
手
が
け
る

的
な
都
市
計
画
を
手
が
け
る

一
方
、
地
方
都
市
の
町
づ
く

一
方
、
地
方
都
市
の
町
づ
く

り
を
推
進
し
た
。
鎌
倉
別
館

り
を
推
進
し
た
。
鎌
倉
別
館

　

新
緑
の
美
し
い
鎌
倉
市
山

　

新
緑
の
美
し
い
鎌
倉
市
山

﨑
の
鎌
倉
中
央
公
園
で
５
月

﨑
の
鎌
倉
中
央
公
園
で
５
月

９
日
「
未
来
・
連
福
よ
ち
よ

９
日
「
未
来
・
連
福
よ
ち
よ

ち
自
然
楽
校
」
が
開
か
れ
、

ち
自
然
楽
校
」
が
開
か
れ
、

１
歳
か
ら
３
歳
の
幼
児
と
母

１
歳
か
ら
３
歳
の
幼
児
と
母

親
ら
親
ら
1515
組
が
参
加
し
た

組
が
参
加
し
た
＝
写
＝
写

真
。
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守

。
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守

り
育
て
る
活
動
を
し
て
い
る

り
育
て
る
活
動
を
し
て
い
る

市
民
団
体
「
未
来
・
連
福
プ

市
民
団
体
「
未
来
・
連
福
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
齊
藤
美
代
子

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
齊
藤
美
代
子

代
表
）
の
月
例
会
で
今
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鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１７年（平成２９年）６月１日 第459号 1部　108円 （８）


